
 

 

 

 

 

「ありがとう」の感謝の言葉 

校長 南  健 

11 月１日からの１週間で実施いたしました「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」
では，多くの保護者や地域の方々にご来校いただき，子供たちの学習の様子をご覧いただ

きました。また，高齢者とのふれあい活動では，グラウンドゴルフや昔遊び，しめ縄づく
り等を通して交流を深めることができ，子供たちにとって大変貴重な機会となりました。

お忙しい中，ご協力いただきました島間地区老人クラブの皆様に深く感謝いたします。誠
にありがとうございました。 

さて，先日の全校朝会で，感謝の気持ちをもつことの大切さについて子供たちに話をし
ました。  

以下は，その話の大まかな内容です。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大人でも，「ありがとう」と言われると嬉しくなります。子供ならなおさらのはずです。「あ

りがとう」と言われた子供は，自分の言動や努力が認められたと感じるはずです。 

さらに，自分は周りの人にとって意味ある存在であり，尊重されているという実感も生

まれるはずです。この実感が自分に対する自信となり，子供からも「あ

りがとう」という言葉が自然に出てくるようになるのではないでしょ

うか。そして，そのことが周りの人との信頼関係を深めていくことに

もつながると思います。 

ですから，やって当たり前，できて当たり前だと思うことにも，「○

○してくれて嬉しかったよ，ありがとう。」と，１日に１回は子供に「魔

法の言葉」をかけてみてはどうでしょう。 

私も毎朝元気に登校してくる子供たちに「元気にあいさつをしてくれてありがとう。寒

さも吹き飛ぶよ。」と声をかけたいと思います。 

「元気登校！ 満足下校！ ひとみ輝く島間っ子」 

創立１５０年） 

 

 

 

 

みなさんは，「ありがとう」の反対語(対義語)を知っていますか。 

「ありがとう」を漢字で書くと「有り難う」となります。もとは，「有り難し」とい
う言葉で，「それが有る・起こることは，とても難しい・滅多にない」ということです。

滅多にないような幸福なことをしていただいたという意味で「有り難き幸せ」という感
謝を表す言葉があります。それが短縮されて「ありがとう」になったと言われています。

その「ありがとう」の反対語(対義語)は，珍しくないということで「当たり前」だそう
です。 

「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」では，地域の高齢者のみなさんに学校に
来ていただいて，グラウンドゴルフやしめ縄づくり，昔遊びをしていただきました。 

高齢者のみなさんもそれぞれ，お仕事や用事があったと思います。それを後回しにし
て，みなさんのために時間を作ってくれました。これは，みなさんにとって当たり前の

ことなんでしょうか？ちがいますよね。だから，活動の後に，みなさんは心を込めて「あ
りがとうございました」の言葉をしっかりと伝えましたよね。 

だから，何事も，「あって当たり前」と思うのではなく，あたりまえではないんだと
気が付ける人間になってほしいと思います。そして，感謝の気持ちを素直に伝えられる

人になってほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度も地域が育む「鹿児島の教育」県民週間の期間中，３日間

のフリー参観が行われました。 

読書祭りでは「町おはなし子ども会」による読み聞かせがありま

した。お話だけでなく，歌遊びなどみんな楽しく参加していました。 

地域の高齢者とのふれあい活動では，昔の遊び（１・２年生），グ

ラウンドゴルフ（３・４年生），しめ縄作り（５・６年生）を会話し

たり，やり方を教えてもらったりしながら，貴重な体験をすること

ができました。また，一緒に給食も楽しむことができました。 

さらに，『心の教育週間』として「考え議論する道徳科」の授業等

に多くの参観をいただきありがとうございました。 

県民週間は終わりましたが，これからも様々な機会に，保護者や

地域の方々に子どもたちの様子を参観していただければ嬉しく思

います。 

町長と語る会 

 10月 30日(水)に行政を司る小園町長をはじめ，菊永教

育長以下６名の方々が島間小に来校しました。学校の様

子を視察し，５・６年生と質疑応答を行いました。島間港

のことや海岸の整備についてなど，子供たちの質問に，小

園町長が丁寧に応えてくださいました。町の将来を考え

る貴重な機会となりました。 

SOSの出し方・受け止め方の授業 
11 月 22 日(金)に鹿児島県スクールカウ

ンセラーの佐々木光江子先生が５・６年生

を対象に SOS の出し方・受け止め方の授業

をしてくださいました。エゴグラムの結果

を基に自己理解を深めたり，友だちへの言

葉かけについて考えたりしました。子供た

ちは先生の話を真剣に受け止め，命の大切

さについて考えているようでした。 

町探検に行きました 
11 月 13 日(水)に２年生が生活科の学習で，

「はまや商店」「南種子漁協」「太陽丸」の見学

を行いました。自分たちが住む校区について詳

しく知ることができて満足そうでした。 


